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表

清
水
　
正
博

今
号
よ
り
十
二
回
に
亘

り
、
石
田
梅
岩
と
門
弟
達

の
活
動
を
紡
い
で
参
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
、
お
願

い
致
し
ま
す
。

寺
田

一
清
先
生
が
「石
田
梅
岩
に
学
ぶ
」
を
出
版

一
九
九
八
年
、
寺
田

一
清
先
生
は
森
信
三

先
生
の
「石
田
先
生
事
蹟

・
解
題
』
に
着
想
を

得
ら
れ
「石
田
梅
岩
に
学
ぶ
～
日
常
凡
事
に

心
を
尽
く
す
～
一を
発
刊
さ
れ
た
と
聞
き
、

知
人
の
紹
介
で
岸
城
読
書
会
を
家
内
と
訪
ね

た
。
梅
岩
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
前
に
十
年
程
、

書
物
を
あ
さ
り
読
ん
で
い
た
が
、著
者
は
皆
、

物
故
者
で
あ
り
、
「
生
き
て
い
る
著
者
に
出

逢
え
た
―
」
と
欣
喜
雀
躍
し
た
。

梅
岩
は
現
在
の
京
都
府
亀
岡
市
の
農
家
の

次
男
に
生
ま
れ
、
京
都
の
商
家
に
丁
稚
奉
公

に
入
る
。
四
五
歳
で
独
立
し
私
塾
を
開
講
。

一．都
部
門
答
・一な
ど
を
出
版
し
六
十
歳
で
没
し

た
。
多
数
の
人
材
を
育
成
し
、
門
弟
が
梅
岩

教
学
を
「
石
門
心
学
」
と
名
付
け
た
。
職
分
の

上
で
人
々
は
平
等
で
あ
る
と
説
き
、
勤
勉

・

倹
約
・利
他
の
徳
行
を
率
先
し
て
実
践
し
た
。

商
人
道
の
祖
と
称
せ
ら
れ
、
我
が
国
の
経
済

発
展
の
基
盤
を
担

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

偉
大
な
る
革
新
者

・
石
田
梅
岩
を
知
る

私
は

一
九
五
〇
年
に
長
野
県
上
田
市
の
農

家
の
次
男
に
生
ま
れ
た
。
卒
業
後
、
大
阪
で

小
売
業
に
奉
職
し
定
年
ま
で
勤
務
し
た
。

三
十
代
の
と
き
、
中
期
計
画
策
定
の
た
め

商
業
史
を
ひ
も
解
き
、
日
本
の
小
売
業
が
起

こ
し
た
世
界
に
誇
る
べ
き
以
下
の
三
つ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（経
営
革
新
）を
発
見
し
た
。

①
販
売
の
革
新

¨
三
井
高
利
に
よ
る
越
後
屋

の
創
業
（
一
六
七
三
年
）

②
理
念
の
革
新

¨
石
田
梅
岩
に
よ
る
商
業
倫

理
の
確
立
（
一
七
二
九
年
）

③
情
報
の
革
新

一
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
Ｃ
Ｖ

Ｓ
業
態
の
刷
新
（
一
九
七
四
年
）

①
③
は
世
の
中
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
②
の
偉
業
は
現
代
に
広
く
伝
わ

っ
て
い

な
い
た
め
、
②
の
探
究

・
弘
布
に
生
涯
を
か

け
よ
う
と
、
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
。

退
職
後
は
講
義
や
執
筆
に
携
わ
り
、
生
涯

現
役
を
目
指
し
て
い
る
。
私
の
職
歴
は
偶
然

に
も
梅
岩
に
近
く
、
師
と
仰
ぎ
み
て
身
を
律

し
て
き
た
。

全
国
に
設
立
さ
れ
た
石
門
心
学
舎

私
が
こ
れ
ま
で
に
訪
ね
た
心
学
関
係
地

（子
孫

。
後
継
者
、
建
物

・
史
蹟
、
顕
彰
碑

。

慕
碑
、
遺
品

。
蔵
書
類
等
）
は
全
国
で
百
箇

所
ほ
ど
に
の
ぼ
る
。
本
年
か
ら
は
こ
れ
ま
で

の
執
筆
文
書
や
収
集
資
料
を
と
り
ま
と
め
、

出
版
し
、
梅
岩
精
神
を
現
代
に
蘇
ら
せ
た
い

と
士
心
し
て
い
る
。

左
頁
に
江
戸
期
の
石
門
心
学
舎

一
覧
を
掲

載
し
た
。
皆
様
の
近
隣
に
心
学
舎
が
存
在
し
、

ご
先
祖
が
学
ん
で
い
た
可
能
性
は
な

い
だ
ろ

う
か
。
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ

ヽ
ヽ
い
。
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）
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